
2025-2027 
ビットコイン計画

ビットコインと未来へ

2027年迄に210,000 BTC を目標



将来見通しに関する記述について（ディスクレーマー）

本プレゼンテーションには、将来の見通しに関する記述が含まれており、これには予測、目標、見通し、戦略的計画、その他将来の

出来事や株式会社メタプラネットの財務・業務パフォーマンスに関する記述が含まれます。これらの記述は、本プレゼンテーションの

日付時点で合理的であると考えられる情報、仮定および期待に基づいています。

将来の見通しに関する記述には、市場の変動性、為替および金利の変動、規制の変更、マクロ経済情勢、その他当社の管理が及

ばない要因を含むリスクや不確実性が伴います。実際の結果は、これらの記述とは大きく異なる可能性があります。

株式会社メタプラネットは、本書に含まれる情報の正確性または完全性について、明示または黙示を問わず何らの表明または保証

を行うものではなく、法令により義務付けられる場合を除き、将来の見通しに関する記述を更新する義務を一切負いません。

本書は情報提供のみを目的としており、有価証券の売却の申し出または購入の勧誘を構成するものではありません。投資家の皆様

は、ご自身の判断に基づき、独自に調査・分析を行った上で投資判断を行ってください。
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メタプラネットは

ビットコイン・トレジャリー企業
資本市場を活用してビットコインの総保有量を増や

し、１株あたりのBTCを成長させています
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0% ディスカウント・ムービングストライク型新株予約権による卓越した成果

¥933億
本邦#1の エクイティ発行体

¥444
公表日の終値対比、

6.8% のプレミアム

7.5%
行使期間中の総出来高に占める

総行使株式数の割合

資本調達額 平均行使価額 限定的な株価インパクト

60 取引日
高流動性が支えとなり、

60取引日で行使が完了

+189%年初来
行使期間中に BTC保有量は、

1,762から7,800に増加

迅速な執行 BTC イールド 
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210 ミリオン計画のハイライト（成果）  

+188%
公表日から行使完了日までの

時価総額増加率

時価総額成長率

注記: 当社は、2025年3月31日を基準日として 1株につき10株の株式分割を実施しております。これに伴い、本スライドでは当初の計画名である 21ミリオン計画を、分割を考慮し
210ミリオン計画として記載しています。



❏ 総額1,222億円（1BTCあたり13,756,658円）で取得

❏ 2025年の目標（ 10K BTC）の89％を5か月程度で達成

❏ 世界第10位にランクアップ (昨年末は第15位) 

資本市場での活動 : 1,028億円を調達 / 日本国内発行額第 1位 

ビットコイン保有量 : 8,888 / 世界第10位 ,アジア  第1位

*BTC 保有量ランキング:     https://bitcointreasuries.net

BTC イールド: 
225.4%

KPI:  年初来のBTCイールドは225.4％を達成

BTC ゲイン:
3,971 

BTC 円ゲイン:
595億円

210ミリオン計画後のビットコイン・ハイライト
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❏ 第12回新株予約権による調達額：95億円

❏ 第13回〜第17回新株予約権による調達額：933億円

❏ 本年度日本最大の株式発行体（6月5日時点）



1% クラブ参入

2026年 目標

2027年末までに少なくとも21万BTCを取得し、

将来的に存在する全ビットコインの100分の1を
保有することを目指す

これまでの加速度的な成果を踏まえ、2026年
の目標を21,000 BTCから100,000 BTCへと

大幅に上方修正

210K BTC

100K BTC

555ミリオン

計画

MSワラントによる5億5,500万株の発行

は、ビットコイン購入を目的とした株式に

よる資金調達として、アジア史上最大規

模の増資

555百万株

メタプラネット：ビットコイン目標
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1,610百万株の発行可能株式総数（総授権株式数）

注記：2025年3月24日の定時株主総会において、発行可能株式総数を 1億6,100万株に拡大しました。その後、 2025年4月1日付で1株につき1０株の株式分割を実施したた
め、株式分割後の発行可能株式総数は 16億1,000万株となっています

メタプラネットの発行可能株式総数

約296百万株  

残りの発行可
能株式総数

555百万株

「555ミリオン計画」

約759百万株 

現在の完全希薄化後発行済株式数
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注記: 2025年から2027年までの内訳はあくまで予想値であり、市場環境次第で変動します。表示されている数値は対数スケールで示しています

ビットコイン目標値 :　2027年までに  21万BTC
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₿1,762

₿4,046

₿8,888

+₿30,000

+₿100,000

+₿210,000

₿399

₿141

100

1,000

10,000

100,000

Q2 24 Q3 24 Q4 24 Q1 25 Q2 25 FY25 
目標

FY 26
目標

FY 27
目標



ビットコイン保有量の指数関数的な成長
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メタプラネットのビットコイン保有量が倍増する速度
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12/31/2024
BTC 保有量

YTD 2025
BTC 取得数

6/2/25
BTC 保有量

1,762

7,126 8,888

BTCゲイン
3,971

❏ BTC イールドとは、ある期間における「総ビットコイン保有量」と「発行済み完全希薄化後株式数」との比率の変
化率を指します

❏ BTC ゲインとは、その期間の初めに当社が保有していたビットコインの数量に、当該期間のBTCイールドを乗じ
て算出されるビットコインの増加分を表します

❏ BTC 円ゲインとは、上記のBTC増加量に対して、当該期間末時点のビットコイン市場価格を用いて円換算した
金額です

   1,762 
× 225.4% 
= 3,971

   3,971
× ¥15.00
= ¥595 

BTC 保有量
BTC イールド
BTC ゲイン

BTC ゲイン
BTC 価格(百万円）
BTC 円ゲイン（億円）

BTC 主要KPIの算出方法
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49,960
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ビットコインの純資産価値は最高値圏

$1.0B

$0.8B

$0.6B

$0.4B

$0.2B

$0.0B

$0.938B

5月3月202511月9月7月

保有数量：8888 BTC 
取得総額： $829.7 百万ドル
平均取得価格： 1ビットコイン当たり$93,354 



ビットコイントレジャリー業務の成果

+233%
+6,200%

ビットコイン保有数量 の成長は、完全希薄化後発行済株式数の増加 を大幅に上回る

注記：完全希薄化後発行済株式数の定義および発行済株式数から完全希薄化後発行済株式数への調整方法については、付属資料をご参照ください

49,960

完全希薄化後発行済株式数  (百万株 )ビットコイン保有量

8,888

13

141

227.692

759.068



注記：BTCイールドとは、完全希薄化後発行済株式数 1株あたりのビットコイン保有量の期間ごとの成長率を示す KPIです。便宜上、この比率は 1,000倍して示しています。本指標
は、営業指標、財務指標、または流動性指標ではなく、当社のビットコイン取得戦略の成果を評価するために使用されます。将来予測はあくまで参考値であり、市場環境やリスクに
より変動する可能性があります。過去の実績は将来の成果を保証するものではありません。詳細は付属資料をご参照ください。

Bitcoin per Thousand Fully 
Diluted Shares

KPI（重要業績評価指標） : BTC イールド  

Q2 2024 Q3 2024 Q4 2024
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+66.3%

+95.6%

+309.8%

+41.7% 0.0035987

0.0070392

0.0117091

0.00087810.0006196

BTCイールドとは、ビットコイン保有量と完全希薄化後
発行済株式数の比率が、各期間ごとにどれだけ成長し

たかを示す割合

Q3 24 Q4 24 Q1 25 Q2 25
35%

YTD 25Q2 24



前回公表済の 2025年ガイダンス : 
四半期毎の目標 BTCイールド：35%

BTCイールドとは、ビットコイン保有量と完全希薄
化後発行済株式数の比率が、各期間ごとにどれ

だけ成長したかを示す割合

35% BTC イールド
四半期目標

Q3 24 Q4 24 Q1 25 Q2 25 Q3 25 Q4 25

309.8%

41.7% 66.3%
35% 35%

95.6%

メタプラネット  BTCイールド  年初来累計： 225.4%

YTD 25

225.4%

97.0%
 FY25 ガ

イ
ダ
ン
ス

FY 2025 
目標: 232%

注記：BTCイールドとは、完全希薄化後発行済株式数 1株あたりのビットコイン保有量の期間ごとの成長率を示す KPIです。便宜上、この比率は 1,000倍して示しています。本指標
は、営業指標、財務指標、または流動性指標ではなく、当社のビットコイン取得戦略の成果を評価するために使用されます。将来予測はあくまで参考値であり、市場環境やリスクに
より変動する可能性があります。過去の実績は将来の成果を保証するものではありません。詳細は付属資料をご参照ください。 15



メタプラネット： 2025年 BTCイールド : 225.4%

FY24

97.0%
 FY25 ガ

イ
ダ
ン
ス

Q1 25 Q2 25 年初来

+0.00344

+0.00467

0.0035987

0.011709

+95.6% BTCイールド

+66.3% BTCイールド  

注記：BTCイールドとは、完全希薄化後発行済株式数 1株あたりのビットコイン保有量の期間ごとの成長率を示す KPIです。便宜上、この比率は 1,000倍して示しています。本指標
は、営業指標、財務指標、または流動性指標ではなく、当社のビットコイン取得戦略の成果を評価するために使用されます。将来予測はあくまで参考値であり、市場環境やリスクに
より変動する可能性があります。過去の実績は将来の成果を保証するものではありません。詳細は付属資料をご参照ください。 16



555 ミリオン計画
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BTC取得を目的としたアジア史上最大のエクイティ調達

Issuance Size, Schedule, and General Terms Issuance Terms for Each Tranche (Series 13-17)
発行形態 第20～23回新株予約権の第三者割当

割当先 / アレンジャー EVO FUND / EVOLUTION JAPAN証券

潜在株式数
555,000,000 株 (発行済株式数対比：92.4%) (各回号は総潜在株式数の3分の１に相当)
6月2日時点の発行済株式数：600,714,340 株

総調達予定額 約7,703億円 (当初行使価額である1,388円の場合)

公表日 2025年6月6日

払込日 2025年6月23日

行使期間 2025年6月24日から2027年6月23日

当初行使価額 1,388円

行使価額の修正条項

行使価額は3取引日毎に参照価格を基準に修正される

 第20回　:参照価格 x 100% 
 第21回　: 参照価格 x 101%
 第22回　:参照価格 x 102%

参照価格 修正日に先立つ3取引の終値平均

下限価額 777円

行使停止条項
取得条項

発行会社は5取引日前の事前通知により行使を停止することが可能
発行会社は2週間前の事前通知により残存する新株予約権を取得可能

貸借契約 割当先は、30百万株を上限として株主より借り入れる予定



19

ムービング・ストライク型新株予約権による 555百万株の発行
日本版「At-The-Market」型エクイティ・ファシリティ

迅速な増資

タイムライン :

バランスシートの
強化

当初行使価額にて555百万株
が行使された場合、約 7,703
億円の資本増強を実現

555百万株
 7,703億円

株価インパクトを最小限
にしつつ、段階的に資本

調達を実施

ビットコイン基準で付
加価値を創造

2025年末までに3万BTC達
成した際には、600％超の

BTCイールドを見込む

ビットコイン蓄積に向けた先駆的な資本調達

KPI目標:
2025年BTCイー
ルド：600%超 

史上初:
時価プレミアムの

MSワラントは
本邦初

目標調達額:

時価から
プレミアム

6～10か月
を想定

注記: これらの予測は、1株あたり1,388円の当初行使価格に基づいたものであり、あくまで参考値です。実際の結果は市場環境により変動します。

平均1％のプレミアムで発行
することで、希薄化を最小限
に抑えつつ、株主にとっての
BTC蓄積効果の最大化を目

指す



高い流動性により、 555ミリオン計画の効率的かつ迅速な実行が可能

47百万株 52百万株 71百万株

(6か月) (3か月) (1か月)

555百万株全量が行使されるのに要する取引日数の試算（関与率7.5%）

行使株式数の出来高関与率 : 7.5% (210ミリオンの実績 )
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想定される行使期間

157 140 104
555ミリオン計画完了には 6～10か月程度の期間を要すると見込む

注記 東京証券取引所の規則により、行使価格が公表日（ 6月6日）の終値を下回る場合、月間で行使できる株式数は発行済株式総数の 10％に制限されます。このような場合、
出来高にかかわらず、月間の行使上限は約 6,000万株となり、その場合計画を完了するには少なくとも 10か月を要することになります。

1日当たり平均出来高 : 
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国内でトップクラスの流動性を誇る

出所: Bloomberg
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国内でトップクラスの流動性を誇る

4/24 5/24 6/24 7/24 8/24 9/24 10/24 11/24 12/24 1/24 2/25 3/25 4/24 5/25 6/25 
$0B

$2B

$4B

$6B

$8B

２取引日

出所: Bloomberg
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2025年初来の株価パフォーマンス：本邦第 2位

-75% -50% -25% 0% 25% 50% 75% 100% 125% 150% 325% 
出所: Bloomberg。時価総額500億円以上の上場会社を対象
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株価パフォーマンスは 2位とは10倍以上の開き

出所: Bloomberg。当社がビットコイントレジャリー業務を開始した2024年4月8日以降の株価パフォーマンス。時価総額500億円以上を対象



ビットコインはデジタル資本
プルーフ・オブ・ワーク（PoW）は、デジタルと現実世界を
つなぐ熱力学的な橋渡しであり、ビットコインの希少性を
「時間」と「エネルギー」という不可逆的なコストに結びつ

けています
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メタプラネットが NAVプレミアムで評
価される理由  (mNAV > 1.0X) 
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mNAVの構成要素：期待 BTCイールド＆将来 BTC価格

時価総額 = BTC 純資産
（NAV）

将来のBTC円ゲインの現在価値+

将来のBTC 
円ゲイン = 現在BTC

保有量
期待BTC
イールド

将来BTC 
価格× ×

✅ 期待BTCイールドが高い

❏ 市場環境に応じた調達手法でBTCイールドを極大化

✅ BTC価格（円）の先高観が強い

❏ 強気相場の環境下では、ビットコインの蓄積が加速

❏ 結果、BTCイールドが向上し、mNAVの増加につながる可能性 

mNAV上昇
の主な要因 :
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なぜ当社はNAVに対してプレミアムで取引されるのか

メタプラネットの時価総額 ＝ BTC純資産価値 ＋ 将来のBTC増加分の現在価値

時価
総額

BTC
NAV

BTC
￥ゲイン

時間

BTC
￥ゲイン

BTC
￥ゲイン

mNAVがプレミアムで評価されるメカニズム

時価総額

現在

FY1 FY2 FYx

・・・

・・・

現在BTC保有量  × 期待BTCイールド  × 将来期待BTC価格

FY1 
BTC￥ゲイン

FY2
BTC￥ゲイン

FYx
BTC￥ゲイン

時間

28
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なぜ当社はNAVに対してプレミアムで取引されるのか

❏ 2025年年初来で170％のBTCイールド（完全希薄化後 1株あたりビットコイン保有量の 170％増加）を達成。今後もそのペースを継続する方 針

❏ 日本初・日本最大のビットコイン・トレジャリー企業。東京証券取引所における最も流動性の高い株式の一つ

❏ 複数の国内外の株式 ETFに組み入れられており、パッシブ資金流入の恩恵を受けている

❏ 当社株式は、日本・米国・ドイツの 3つの主要市場で取引されており、週あたりおよそ 100時間以上の取引機会を確保

❏ ビットコイントレジャリーの採用以降、当社は日本市場で最も高いボラティリティとリターンを示す上場企業となった

❏ ビットコインのボラティリティを体系的に収益化する手法（高プレミアムのプットオプション売却）により、収益を創出

❏ ムービングストライク型新株予約権と短期社債を組み合わせた、極めて低コストな資金調達手法を有している

❏ ビットコイントレジャリー企業の中でも健全なバランスシートを維持しており、今後のレバレッジ活用による追加的な BTCイールド創出の可能

性も有している

❏ 超低金利の先進国市場である日本の資本市場にアクセスできることも、潜在的なデットを活用するレバレッジ戦略における優位性

❏ ゼロクーポン型の転換社債や永続的優先株式の発行を通じて、 BTCイールドを永続的に創出するポテンシャルを持ち、すでにその先行事例

（米ストラテジー社）も存在

❏ 税制面においても、優位性がある。個人投資家は課税口座・非課税口座（ NISA）を通じてBTCエクスポージャーにアクセス可能

❏ 日本の個人投資家・機関投資家に対し、コンプライアンスやカストディに関する障壁を解消する手段を提供



パフォーマンスとガイダンス
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555ミリオン計画

49,960

31

私たちは、確信をもって、こう考えています: ビットコインは世界の資本コストを再定義しつつある。

この再定義は、理論上の話でも想像上の出来事でもなく、まさに現実の中で進行しています。そしてこの動きをいち早

く理解した個人、企業、機関、そして国家が、今後100年の資本形成の主役となるでしょう。

メタプラネットは、「555ミリオン計画」を通じて、ビットコイン蓄積の軌道をさらに加速させるため、確固たる信念に基づ

く株式主導型の資本市場戦略に全力で取り組んでいます。当社は日本で最も値動きの激しい上場企業であり、その

ボラティリティを恐れるのではなく、むしろ活かしてきました。

「ムービング・ストライク型ワラント」という革新的な手法により、BTC/JPYおよび当社のmNAVの変動を積極的に活用

し、1株当たりのビットコイン保有量の最大化を目指しています。

私たちは、ストラテジー社（MSTR）が掲げる「ビットコイン担保型証券が旧来の金融世界と新たな世界をつなぐ架け橋

である」という考え方に共感しています。米国におけるビットコインを裏付けとする永久償還型証券の発行は、資本市

場の再構築が世界的に転換点を迎えていることを示しています。

ビットコインは今、20世紀に築かれた約300兆ドル規模のアナログな価値保存資産を非物質化（デジタル化）する過

程にあります

私たちは、シェア1%を目指します   
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mNAVシナリオ：30KBTC到達時に想定される BTCイールド
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注記：メタプラネットが30,000 BTCの達成に向けて実現する追加的なBTCイールドに関するシナリオ分析。
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2025年度のBTCイールド目標を加速

+0.00344

+0.00470

0.003598

+95.6% BTCイールド

+66.3% BTCイールド

+100% BTCイールド

+0.011709

0.02553

FY25 上方修正後  
目標値

FY 2024 Q1 25 Q2 25 調整後目標 FY 2025
注記：BTCイールドとは、完全希薄化後発行済株式数 1株あたりのビットコイン保有量の期間ごとの成長率を示す KPIです。便宜上、この比率は 1,000倍して示しています。本指標
は、営業指標、財務指標、または流動性指標ではなく、当社のビットコイン取得戦略の成果を評価するために使用されます。将来予測はあくまで参考値であり、市場環境やリスクに
より変動する可能性があります。過去の実績は将来の成果を保証するものではありません。詳細は付属資料をご参照ください。

修正後2025年度 目標値 : 
BTCイールド：600%超 
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2025年度のBTCゲイン見通し : ₿15,000 

2025 年初来 FY25 目標 

₿3,971

₿15,000

❏ BTC ゲインとは 、その期間の初めに当社が保有していたビットコインの数
量に、当該期間の BTCイールドを乗じて算出されるビットコインの増加分を
表します
 

❏ BTC円ゲインとは、  上記のBTC増加量に対して、当該期間末時点のビット
コイン市場価格を用いて円換算した金額です

34



参考用のmNAVシナリオ分析

49,960

35

   6.0x mNAV 

24年5月

   実績 mNAV

24年7月 24年9月 24年11月 25年1月 25年3月 25年5月 25年7月 25年9月 25年11月 26年1月

2.0x

3.0x

4.0x

5.0x

10.0x

20.0x

4.0x mNAV 3.0x mNAV 2.0x mNAV 5.0x mNAV 

想定期間

注記：月初に発行済株式数の10％に相当する「ムービング・ストライク型新株予約権」の行使による株式発行を想定し、以降は毎月0.75％ずつ行使割合が減少。mNAVは毎月2％ずつ減少。ビットコイン価格は月初に
105,000米ドルから開始し、毎月5,000米ドルずつ上昇。



mNAV感応度分析  – 想定BTC蓄積量  

49,960

36
注記：月初に、時価総額の10％に相当する「ムービング・ストライク型新株予約権」の行使による株式発行を想定し、以降は毎月0.75％ずつ発行割合が減少。初期のmNAVは月次で2％ずつ減少。ビットコイン価格は10万5,000米ドルか
ら開始し、毎月5,000米ドルずつ上昇。本スライドはあくまで参考用のシナリオであり、実際の結果を保証するものではありません。
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   Historic BTC Holdings

₿72,233
₿49,887
₿33,724
₿22,254

₿102,606

   6.0x mNAV 4.0x mNAV 3.0x mNAV 2.0x mNAV 

24年5月 24年7月 24年9月 24年11月 25年1月 25年3月 25年5月 25年7月 25年9月 25年11月 26年1月

5.0x mNAV 



mNAV感応度分析– 想定BTC蓄積量  

49,960

37

25年9月 25年11月 25年12月

₿20,000

₿40,000

₿60,000

25年7月

₿80,000
₿72,233

₿49,887

₿33,724

₿22,254

25年10月25年8月

₿100,000

   6.0x mNAV 4.0x mNAV 3.0x mNAV 2.0x mNAV 5.0x mNAV 

₿102,606

注記：月初に、時価総額の10％に相当する「ムービング・ストライク型新株予約権」の行使による株式発行を想定し、以降は毎月0.75％ずつ発行割合が減少。初期のmNAVは月次で2％ずつ減少。ビットコイン価格は10万5,000米ドルか
ら開始し、毎月5,000米ドルずつ上昇。本スライドはあくまで参考用のシナリオであり、実際の結果を保証するものではありません。



株価がmNAVをカバーするために要した日数

49,960

38注記：mNAVをカバーするために要する日数は、各日の終値その後の1株あたりNAVを比較し、NAVが当該終値以上に達するまでに要した暦日数を記録することで算出されます。この数値は完全に過去の実績に基づいており、あくまで株価とNAVの収斂
状況を歴史的に示すための指標です。本指標は非GAAPベースであり、将来的に修正される可能性があるほか、将来の結果を保証するものではありません。
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当社株価終値

1株当たり NAV 
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mNAV カバー日数の推移  (7日移動平均 )

~182 日



25年-26年BTC計画における25年のガイダンス（25年1月28日時点BTCイールド0%、保有BTC数1,762）
❏ 目標 35% BTCイールド  Q/Q - Q1 BTCイールド: 95.6%. Q2 BTCイールド: 66.3%  
❏ 目標10,000 BTC（2025年末）: 7,126 BTC取得（年初来）- BTC保有量: 8,888 BTC

❏ 過去のmNAVの推移および株式発行実績と比較して保守的な見通しを設定

❏ 過去の実績と比較しても低めに見積もった、あえて控えめなシナリオ

❏ 当社は控えめな予測にとどめ、実績で上回るという姿勢を堅持

mNAV 感応度分析

経営陣の基本姿勢：目標を常に上回る結果を出すこと

想定されるBTC蓄積期間と株式希薄化期間

ガイダンス及び mNAV感応度分析について

39

❏ BTC蓄積目標を提示することにより投資家へ当社の株式発行計画のガイダンスを提供

❏ MSワラントには行使の一時停止条項が付与されており、企業価値の最大化を目的に企業が柔軟に

発行タイミングを調整できる裁量が付与されている



40

メタプラネットの
資本市場

ツールキット
第三者割当

転換社債*

普通社債

MSワラント

優先株式 *

*実績なし（参考例として記載）

営業収益

株主割当
増資
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当社のビットコイン・ミッション

1. ビットコインを安全に取得・保有し、長期的な準備資産として位置づけることで、

すべての普通株主に持続的な価値をもたらします

2. すべての投資家に対し、透明性、公平性、そして敬意をもって接します

3. 市場の動向や機会に応じて戦略的にビットコインの保有量を継続的に拡大し

4. 「BTCイールド（収益性）」を重要な指標として最適化し、時間をかけてメタプラ

ネットのパフォーマンスを向上させます

5. 財務運営の規律と賢明なレバレッジを通じて、長期的にビットコインを上回るリ

ターンを提供できるようメタプラネットの構造を最適化します

6. 日本におけるビットコインの理解と導入を推進し、個人および企業の間での意

識向上と参加を促進します

41



49,960

目標: 21,000,000 BTCの1%
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BTC建てmNAVのべき乗則的関係

49,960
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BTC建てmNAVのべき乗則的関係

49,960
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45

付属資料

45



グローバルなソーシャルメディアでの存在感と株主コミュニティ

ビットコイン・カンファレンス 2025（ラスベガス） 当社の定時株主総会

❏ METAPLANET MADNESS  
（X：6.8Kメンバー）

❏ METAPLANET DOJO
（ディスコード：2.5Kメンバー）

❏ Yahooファイナンス掲示板

（アクセスランキング第1位）
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IR活動のデジタル・トランスフォーメーション
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IR活動のデジタル・トランスフォーメーション
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Source: https://metaplanet-time.vercel.app/

1週間で約100時間グローバルで取引されている
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メタプラネット  VS スポットBTCの比較

50

メタプラネット スポットBTC
課税環境（日本） 約20% 最大 55%

NISA対応
可能（年間240万円、最大1,200万円の成長投資枠の

範囲で非課税）
不可（NISA対象外）

保有構造

恒久的な資本を持つ上場会社。規制遵守型の投資手

段を通じて、日本の機関投資家および個人投資家に

ビットコインへのエクスポージャーを提供  

日本にはスポットETFが存在

せず、証券口座でBTCを保有

する国内選択肢はなし。

営業キャッシュフローを

生成する能力
BTCインカム事業による営業収益 いいえ

資本市場を活用して

税効率的にBTCを増加させる

能力

負債オプションには、担保付き、無担保、資産担保型、

転換型、または構造化ノートが含まれる。株式オプショ

ンには、普通株、ムービングストライクワラント、優先株

式が含まれる。  

いいえ

日本の証券口座での

信用取引へのアクセス
可能 不可



普通株式および完全希薄化後発行済株式数

51

6/30/2024 9/30/2024 12/31/2024 3/31/2025 6/3/2025

ビットコイン保有総数 141.07 398.83 1,761.98 4,046 8,888

発行済株式数 181,692,180 181,692,180 362,683,400 459,823,340 600,714,340

完全希薄化後発行済株式数 227,692,180 454,201,850 489,604,170 574,779,175 759,067,925

完全希薄化後発行済株式1株当たりBTC 0.006196 0.008781 0.003599 0.007039 0.011709

BTC イールド% (Q/Q) 0.00% 41.7% 309.8% 95.6% 66.3%

BTCゲイン (Q/Q) - 59 1,236 1,684 2,684

BTC 円ゲイン （百万円）  (Q/Q) - ¥903 ¥18,962 ¥25,850 ¥41,192

BTC/円　参照価格 - ¥15,346,442 ¥15,346,442 ¥15,346,442 ¥15,346,442



既に開示したとおり、 BTCイールド（BTC Yield）は、ある一定期間における「総ビットコイン保有量」と「完全希薄化後発行済株式数」の比率の変動率を示す主要業績評価指標（ KPI）で
す。当社はこの BTCイールドを、株主にとって価値のある方法でビットコインを取得するという当社の戦略のパフォーマンスを評価するために使用しています。 2024年7月1日から2024
年9月30日までの当社の BTCイールドは41.7%でした。2024年10月1日から2024年12月31日までのBTCイールドは309.82%でした。この指標において「完全希薄化後発行済株式数」

とは、各期間末時点の実際の普通株式発行済株式数に加え、すべての未転換転換社債や未行使のストックオプションがすべて転換・行使されたと仮定した場合に発行される追加株

式数の合計を指します。米国資本市場における同業他社の報告基準と整合を保つため、ムービング・ストライク・ワラントにより発行される株式については、実際に行使された後にの

み株式数として算入しています。

当社は、BTCイールドを株主にとって価値のある方法でビットコインを取得しているかどうかを評価するための KPIとして使用しています。この指標は、当社が普通株式または普通株式

へ転換可能な証券を発行してビットコインを取得するという判断を、投資家が理解する際の補足的な参考情報として活用できると考えています。この KPIを使用するにあたり、経営陣

はその限界も認識しています。たとえば、当社の発行済普通株式に対して優先される債務やその他の負債を考慮していない点や、すべての債務が借換えされる、または将来発行さ

れ得る転換社債などは契約条件に基づいて普通株式へ転換されるという仮定に基づいている点です。さらに、この KPIは、営業成績、財務パフォーマンス、または流動性の指標では

なく、それらの代替とはなりません。特に、 BTCイールドは従来の金融用語における「イールド（利回り）」とは異なり、当社株式を保有することで過去または将来的に得られる投資収益

を表すものではなく、当社の事業活動やビットコイン保有による収益、あるいはそれに類する財務的な成果指標も反映していません。当社の株式市場価格は、ビットコイン保有量や実

際・潜在的な発行済株式数以外の多数の要因によって影響を受けます。そのため、当社の株式が保有ビットコインの市場価値に対してプレミアムまたはディスカウントで取引される場

合があり、BTCイールドは株価の水準を示すものでも、予測するものでもありません。

上述のとおり、この KPIは特定の目的のために設計されており、当社が株主にとって有利な方法で株式資本を活用してビットコインを取得できているかを評価するために経営陣が使用

するものです。 BTCイールドの計算にあたっては、ビットコインの取得に用いた資金の出所を考慮していません。また、当社は複数の資金調達手段を通じてビットコインを取得してお

り、2024年8月6日付の開示で発表した最近の株主割当増資も含まれます。この指標は、ビットコイン購入のために株式資本を利用することの希薄化効果に対する正確な影響を過大

または過小に評価する可能性があります。なぜなら、すべてのビットコイン取得が株式発行によって行われているわけではなく、またすべての株式発行がビットコイン取得に使われて

いるわけでもないからです。将来的な転換社債やその他の債券の発行によって、 BTCイールドに影響が出る可能性がありますが、それらに伴う債務はこの指標には反映されません。

当社はこれまで普通株式に対する配当を行っておらず、この KPIを提示することで、将来の配当を示唆する意図はありません。また、当社の株式を保有していることは、当社が保有す

るビットコインへの持分を有していることにはなりません。

投資家の皆様におかれましては、東京証券取引所に提出している財務諸表およびその他の開示資料に基づいてご判断いただくようお願い申し上げます。この KPIはあくまで補助的な

ツールであり、代替的なものではありません。本指標の目的と限界を正確に理解したうえでご活用ください。

BTCイールド : 当社のKPIに関する説明
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メタプラネットの健全なバランスシート

53

注記：BTCイールドとは、完全希薄化後発行済株式数 1株あたりのビットコイン保有量の期間ごとの成長率を示す KPIです。便宜上、この比率は 1,000倍して示しています。本指標
は、営業指標、財務指標、または流動性指標ではなく、当社のビットコイン取得戦略の成果を評価するために使用されます。将来予測はあくまで参考値であり、市場環境やリスクに
より変動する可能性があります。過去の実績は将来の成果を保証するものではありません。詳細は付属資料をご参照ください。



メタプラネットの健全なバランスシート
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注記：BTCイールドとは、完全希薄化後発行済株式数 1株あたりのビットコイン保有量の期間ごとの成長率を示す KPIです。便宜上、この比率は 1,000倍して示しています。本指標
は、営業指標、財務指標、または流動性指標ではなく、当社のビットコイン取得戦略の成果を評価するために使用されます。将来予測はあくまで参考値であり、市場環境やリスクに
より変動する可能性があります。過去の実績は将来の成果を保証するものではありません。詳細は付属資料をご参照ください。
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